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日本語の現場指示におけるコソアの選択 

―日本語話者、韓国語話者、中国語話者の比較― 
 On Choice of the Japanese Demonstratives “Ko”, “So”, “A” in Deictic 

References 
―A Comparison between native speakers of Japanese, Korean and Chinese― 

 
杉村 泰 

SUGIMURA Yasushi 
 

要旨 本文针对日语母语话者、韩国日语学习者、中国日语学习者在选择指示词“この”、“そ

の”、“あの”来表示现场指示义时的差異问题进行了比较研究。同时为了考察学习者是否存

在母语干涉的现象，本研究将韩语的이”、“그”、“저”以及汉语的“这个”“那个”也纳入考

察范畴，与日语的“この”、“その”、“あの”进行了对比。结果显示：①韩国日语学习者和

中国日语学习者都存在“その”的过度使用问题；②当指示画面中人物时，韩国日语学习者

选择“あの”的比例更高，存在母语干涉的可能性；③当指示对方所有物时，与日语母语话

者相比，韩国日语学习者和中国日语学习者选择“その”的比例更高，存在母语干涉的可能

性。 

キーワード：指示詞 コソア 現場指示 日本語学習者 母語干渉 
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1. はじめに 

従来日本語の指示詞は文脈指示の研究に偏り、現場指示の研究はあまり詳細に行われて

こなかった。これは文脈指示に比べて現場指示はコソアの選択基準が単純に見えるためで

あると思われる。しかし、指示対象の遠近感は、物理的な距離だけでなく心理的な距離も

関わるため、実際にはさほど単純なものではない。そこで本稿では、日本語教育の観点か

ら日本語の現場指示を表す「この」、「その」、「あの」の選択について、次の２つの観点か

ら論じる。 

①日本語母語話者、韓国人日本語学習者、中国人日本語学習者の現場指示に関する比較 

②日本語の「この、その、あの」、韓国語の「이、그、저」、中国語の「这、那」の比較 
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これにより、日本語の現場指示の特徴を明らかにするとともに、日本語学習者における

母語干渉の有無を見ることにより、日本語教育への貢献を図る。 

 

2. 先行研究 

日本語の指示詞に関しては、佐久間鼎（1951）、高橋太郎（1956）などの先駆的な研究に

始まり、多くの研究がなされており、大別して現場指示と文脈指示に分けられることが指

摘されている。このうち現場指示には、図Ａのように話し手と聞き手が融合した立場に立

ち、両者に近いものを「コ」、両者から遠いものを「ア」、そのどちらでもないものを「ソ」

で表す「融合型」と、図Ｂのように話し手と聞き手が対立した立場に立ち 1、話し手の領域

に属するものを「コ」、聞き手の領域に属するものを「ソ」、そのどちらにも属さないもの

を「ア」で表す「対立型」のあることが指摘されている。 

 

 

 

 

 

 

図Ａ：現場指示（融合型）       図Ｂ：現場指示（対立型） 

この図は概略的なもので、実際にはもう少し複雑であるが、基本的にはこの図に示され

るようなコソアの使い分けがある。しかし、日本語学習者にとっては、日本語話者がどれ

ぐらいの距離感で遠近の判断をしているのか、どのように融合型と対立型の使い分けをし

ているのかが分からず、日本語話者とは異なるコソアの選択をすることがある。 

例えば、李賢淑（2010:178）は「筆者は実体験で、一緒に映画館で映画を見ている友人

（日本人）が、映画の出演者を指差し「この人、誰？」というのを聞いて、なぜ映画の中

の人物は物理的には遠いところにあるのに「あの」ではなく「この」という近称の指示語

を使うのだろうかと疑問に思ったことがある」と論じている。 

また、張麟声（2001:5-6）は「相手の近くにあって日本語ならば普通「そ」しか使えない

ものも、腕を伸ばして指して言えば、中国語では次の例(4)のように「这」でも構いません。

（中略）この発想で学習者はタイトルである「あなたのこの口紅、すてきね」のような言

い方を口にしてしまうのです。 例(4) “这包是外国货吧。”（そのかばん、外国製でしょ

う。）」と論じている。 

これを受け、杉村泰（2017）は二者会話場面における日本語の「この」「その」「あの」

 
1） 指示対象が話し手の所持物または聞き手の所持物の場合に対立型になりやすい。 
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の選択について、日本人と中国人日本語学習者の違いについて、三者択一式のアンケート

によって調査し、画面の中の人物を指す場合に日本人は「この」を選択しやすいが、中国

人は相対的に「あの」を選択しやすいことなどを指摘している。しかし、これが他の母語

を持つ日本語学習者にも見られることかどうかは不明である。 

そこで本稿では、杉村泰（2017）に倣って三者（二者）択一式 2）のアンケートを作成し、

①日本語話者と中国人日本語学習者に加え韓国人日本語学習者も調査対象とし、②学習者

の母語である中国語や韓国語についても調査した。これにより日本人・韓国人・中国人の

母語および日本語における指示詞選択の違いと母語干渉の可能性について考察する。 

 

3. 調査の概要 

本稿では日本語、韓国語、中国語の対訳による三者または二者択一式の設問を 32 問作成

し、以下の被験者からデータを収集した。アンケートでは場面設定のために挿絵をつけた。 

【アンケート形式、被験者、調査年】 

（日）［友達の部屋で一緒にテレビを見ながら］ 

    Ａ：（この、その、あの）女優の名前、何て言うの？ 

    Ｂ：（この、その、あの）女優の名前は深田恭子だよ。 

・日本人：名古屋大学の学生 112 人（2016 年） 

・韓国人：名古屋大学、放送通信大学、漢陽女大学の学生 N1 合格者合計 17 人（2016

年） 

・中国人：上海師範大学、南国商学院、大連工業大学、西安外国語大学の学生 N1 合

格者合計 81 人（2016 年） 

（韓）［친구방에서 같이 텔레비전을 보면서］ 

    Ａ：（이、그、저）여배우 이름 뭐라고 해? 

    Ｂ：（이、그、저）여배우의 이름은 후카다 쿄코야. 

・韓国人：突馬高等學校の生徒、名古屋大学の学生、その他 合計 120 人（2016 年） 

（中）［在朋友房间里一起看着电视］ 

    Ａ：（这个、那个）女演员名字叫什么？ 

    Ｂ：（这个、那个）女演员名字叫深田恭子。 

・中国人：名古屋大学、上海師範大学、西安外国語大学の学生 合計 200 人（2016 年） 

なお、本稿では紙幅の関係で全 32 問のうち 10 問について取り上げ、それぞれ第一話者

（Ａ）の場合についてのみ論じることとする。以下調査結果について論じる。 

 

4. 調査結果 

 
2） 日本語と韓国語は近称（コ、이）、中称（ソ、그）、遠称（ア、저）の三項体系であるため三者択

一式、中国語は近称（这）と遠称（那）の二項体系であるため二者択一式となる。 
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4.1 物理的な遠近 

以下の「図〇-1」は日本語の選択結果を表し、「日」は日本人、「韓 N1」は韓国人上級日

本語学習者、「中 N1」は中国人上級日本語学習者を示す。一方、「図〇-2」は日本語、韓国

語、中国語の選択結果を表し、「日」は日本人、「韓」は韓国人、「中」は中国人を示す。 

まず、対立型における指示対象の物理的な遠近について見る。図 1-1、図 1-2 は上空の鳥

を指す場合である。この場合、日本人も韓国人もほぼ 100％「あの」を選択しているのに

対し、中国人は「あの」の選択率が最も高いものの、「その」も 19.8％選択している。一方、

学習者の母語である韓国語では遠称の選択率がほぼ 100％であるのに対し、中国語では遠

称の選択率が 89.5％と高いものの、近称の選択率も 10.5％ある。このことから中国人は日

本人や韓国人に比べて対象を近くに捉えやすく、それが日本語の選択に反映している可能

性が考えられる。 

 

図 1-1：上空の鳥 1 図 1-2：上空の鳥 2 

 

図 2-1、図 2-2 は遠くの犬を指す場合である。この場合も上と同じ現象が見られる。 

 

図 2-1：遠くの犬 1 図 2-2：遠くの犬 2 

 

図 3-1、図 3-2 は近くの犬を指す場合である。この場合は近くといっても人によって遠近

感に違いがあり、日本人も韓国人も中国人も日本語のコソアの選択が割れている。ここで

気づくのは、学習者の場合、母語の韓国語では中称の選択率が 1.7％と低く、中国語では
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元々中称がないにも関わらず、日本人より「その」の選択率が高くなっているという点で

ある。このように学習者は日本語で「その」の過剰使用をする傾向が見られる。 

 

図 3-1：近くの犬 1 図 3-2：近くの犬 2 

 

4.2 実際の事物と画面の中の人物 

次に実際の事物を指す場合と画面の中の人物 3）を指す場合の違いについて見る。図 4-

1、図 4-2 はすぐ目の前にあるテレビ本体を指す場合である。この場合、日本人も韓国人

も中国人も対象を近くに感じて「この」の選択率が最も高くなる。しかし、日本人と中国

人は「その」が二番目になっているのに対し、韓国人は「あの」が二番目になっている。

ここで学習者の母語を見ると、韓国語では遠称の選択率が 25.8％と他より高く、中国語

では近称が 96.0％となっている。このことから、韓国人は母語干渉で「あの」の選択率

が高くなり、中国人も母語の影響で「あの」の選択率が低くなっていると考えられる。 

また、韓国人も中国人も「その」の過剰使用が見られる。特に韓国語では一般に日本語

に比べて融合型で中称が選択されにくいという特徴があるにも関わらず、韓国人日本語学

習者はなぜか「その」の過剰使用を犯してしまう。これに関しては当面事実の指摘にとど

めておく。 

図 4-1：テレビ本体 1 図 4-2：テレビ本体 2 

 

図 5-1、図 5-2 はすぐ目の前にあるテレビの中の登場人物を指す場合である。この場合、

 
3） 本稿では画面の中の人物が一人しかいない場合のみを対象とする。 
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物理的距離はテレビ本体を指す場合と同じであるが、日本人の選択率は「その」がほぼ 0％

で、「あの」が 18.8％というように、テレビ本体の場合とは異なっている。これはテレビの

中の人物を話し手と同じ空間にいると捉えれば「この」を選択し、テレビの向こう側にい

ると捉えれば「あの」を選択するが、その中間の位置としては捉えにくいためであると考

えられる。これに対し、韓国人は「あの」の選択率が高く、「その」も 17.6％選択されてい

る。一方、母語の韓国語では遠称の選択率が 89.2％と高く、中称は 0％である。李賢淑

（2010:178）は日本人が「なぜ映画の中の人物は物理的には遠いところにあるのに「あの」

ではなく「この」という近称の指示語を使うのだろうか」という疑問を持ったと論じてい

るが、韓国人はすぐ目の前のテレビでも遠称を選択しやすく、その母語干渉で日本語でも

「あの」の選択率が高くなると考えられる。このことから、日本人はテレビの中の人物に

共感してテレビの世界に入り込み、指示対象を近くに感じやすいのに対し、韓国人は日本

人に比べて指示対象を一歩引いて客観的に眺め、話し手とは別のテレビの向こう側の世界

として認識する傾向があることが分かる。 

また、中国人は母語の中国語では近称の選択率が 83.5％と高いが、日本語では「この」

の選択率が低く、「その」の過剰使用が見られる。この点では韓国人にも同様に「その」の

過剰使用が見られる。 

 

図 5-1：テレビの中の人物 1 図 5-2：テレビの中の人物 2 

 

図 6-1、図 6-2 は映画館で少し離れたスクリーンの中の人物を指す場合である。この場

合、テレビよりも物理的距離が遠くなり、日本人も韓国人も中国人もテレビの場合に比べ

て「あの」の選択率が高くなっている。韓国語や中国語でも同様にテレビの場合に比べて

遠称の選択率が高くなっている。ただし、日本語や中国語ではそれでも近称の選択率の方

が遠称より高くなっている。このことから、日本人と中国人は韓国人に比べて指示対象に

共感しやすいのに対し、韓国人は指示対象を一歩引いて客観的に眺める傾向が強いことが

分かる。また、映画の場合もテレビと同様に韓国人と中国人に「その」の過剰使用が見ら

れる。 
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図 6-1：映画の中の人物 1 図 6-2：映画の中の人物 2 

 

図 7-1、図 7-2 は通りの向かいのビルの大型スクリーンの中の人物を指す場合である。こ

の場合、映画と同様に指示対象までの物理的距離が遠いが、映画の場合に比べて、日本人

も韓国人も中国人も「あの」の選択率が高く、「この」の選択率が低くなっている。同様に

韓国語や中国語でも遠称の選択率が高くなっている。これは映画と違い、ビルの大型スク

リーンは通りすがりに見るだけで、心理的に映像の中に入り込みにくいためであると考え

られる。そのため、物理的な距離の遠さが優先されて遠称が選択されるのである。また、

この場合にも韓国人や中国人には「その」の過剰使用が見られる。 

図 7-1、図 7-2 は遠くにいる犬を指す図 2-1、図 2-2 と似た選択傾向を示していることか

らも、ストーリー性が弱く、物理的距離が大きく影響していることが分かる。逆に言えば、

映画やテレビの中の人物は相対的にストーリー性が強く、登場人物に対する心理的な距離

の近さが日本人の「この」の選択率を高めていると考えらえる。 

 

図 7-1：大型スクリーンの中の人物 1 図 7-2：大型スクリーンの中の人物 2 

 

4.3 相手の所持物 

次に融合型と対立型の選択傾向について見る。図 8-1、図 8-2 は相手の抱く子供を指す場

合である。この場合、日本人は「この」が 42.0％、「その」が 58.0％となっている。ここで

「この」を選んだ人は「融合型」で指示対象を話し手の近くにいると捉え、「その」を選ん

だ人は「対立型」で指示対象を相手領域にいると捉えていると考えられる。これに対し、

韓国人は母語の韓国語では近称と中称の割合がほぼ半々となっているが、日本語では「そ
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の」を選択した人の割合が 76.5％と高くなり、母語の正の転移ができず「その」の過剰使

用が見られる。一方、中国人は母語の中国語に中称がなく、指示対象が話し手に近ければ

近称を選択するため、93.5％の人が近称を選択しているが、日本語では「この」と「その」

の選択率がほぼ半々となり、日本人に近い選択率となっている。 

 

図 8-1：相手の抱く子供 1 図 8-2：相手の抱く子供 2 

 

図 9-1、図 9-2 は相手の持つバッグを指す場合である。この場合、日本人は対立型の「そ

の」の選択率が 92.0％と、子供の場合に比べて高くなっている。これは子供に比べてバッ

グの方が相手の所有物としてのイメージが強く、相手領域にあるものとして捉えやすいた

めであると考えられる。これに対し、韓国人と中国人は日本人に比べて「その」の選択率

が低く、「この」の選択率が 23.5％とやや高くなっている。ここで母語の韓国語を見ると、

近称の選択率が 20.8％と日本語より高く、母語干渉が働いていると考えられる。また、中

国語には中称がなく、指示対象が話し手に近ければ近称を選択するため、近称の選択率が

85.0％と高くなっているが、日本語では「その」が 72.8％で、比較的よく選択できている。

しかし、日本人より 20 ポイントほど低く、母語干渉が働いていると考えられる。 

この場合、「この」でも間違いではないが、「この」を使うと指示対象が話し手領域にあ

るように思われるため、よほど親しい間柄でないと、相手に「馴れ馴れしい」と思われる

可能性がある。 

 

図 9-1：相手の持つバッグ 1 図 9-2：相手の持つバッグ 2 
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図 10-1、図 10-2 は相手の口の口紅を指す場合である。この場合も、日本人の 96.4％が対

立型で「その」を選択している 4）。これに対し、韓国人と中国人は日本人に比べて「その」

の選択率が低い。この場合、韓国人は母語でも日本語でもバッグに比べて「この」の選択

率が低くなっているが、中国人は逆に母語でも日本語でも「この」の選択率が高くなって

いる。これは韓国人はバッグより口紅の方が相手領域のイメージを強く持つのに対し、中

国人はバッグより口紅の方が物理的に近くに感じられるためであると考えられる。 

口紅の場合、よほど親しい間柄か化粧品店での会話など以外で「この」を使うと、バッ

グの場合より相手に馴れ馴れしく思われるので注意が必要である。 

 

図 10-1：相手の口紅 1

 

図 10-2：相手の口紅 2

 

 

5. おわりに 

以上、本稿では二人の人が隣同士で会話をしている場面における、日本語の現場指示を

表す「この」「その」「あの」の選択について、アンケートによる三者択一テストを利用し

て、日本語話者、韓国人日本語学習者、中国人日本語学習者の選択傾向の違いを見た。ま

た、韓国語と中国語の対訳によるアンケートも行い、韓国語の“이”、“그”、“저”及び中

国語の“这个”、“那个”との比較を行うとともに、学習者の母語干渉の可能性についても

考察した。その結果をまとめると表１のようになる。 

これにより、韓国人日本語学習者と中国人日本語学習者には母語干渉が働いている可能

性が示唆されている。また、母語干渉とは別に「その」の過剰使用が見られることも明ら

かとなった。今後はさらに場面設定を詳しくして、日本語学習者のコソアの選択要因につ

いて解明していきたい。 

 

 

 

 
4） 子供よりバッグ、バッグより口紅の方が相手領域のイメージが強くなるのは、子供は相手とは独

立した人格であるのに対し、バッグは相手の分離可能所有物、口紅（＝口）は相手の分離不可能所

有物であるためであると考えられる。 
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表 1：本稿のまとめ 

 指示対象 

実物 
テレビ・映画の中

の登場人物 1） 
大型スクリーンの

中の登場人物 
相手の所持物 

日本人の

日本語 

物理的距離による 
近：「この」 
中：「その」 
遠：「あの」 

物理的距離だけで

なく心理的距離も

関わる。 
こちらの世界： 
「この」（共感） 

あちらの世界： 
「あの」 

中称の「その」は

ほとんど使われな

い。 

映画と違ってスト

ーリー性が低いた

め、心理的距離は

作用しにくく、物

理的距離が作用す

る。 

話し手の近くにあ

ると捉えれば「融

合型」の「この」、

相手領域のものと

捉えれば「対立型」

の「その」が選択

される。 
子供→バッグ→口

紅のように相手領

域のイメージが強

くなるにつれ、「そ

の」の選択率が高

くなる。 

韓国語 

日本語や中国語に

比べ、近くのテレ

ビでも遠称を使い

やすい。 
日本語に比べ、中

称の選択率が低

い。 

テレビでも映画で

も遠称の選択率が

高くなる。（日本

人に比べ、客観的

な視点に立ちやす

い。） 
中称はほとんど選

択されない。 

同上 同上 
ただしバッグや口

紅の場合は日本人

より近称の選択率

が高くなる。 

韓国人の

日本語 

近くのテレビを指

す場合でも「あの」

を使う。 
母語の韓国語に比

べ、「その」の選

択率が高くなる。 

日本人に比べ、「あ

の」の選択率が高

くなる。 
母語の韓国語に比

べ、「その」の選

択率が高くなる。 

同上 同上 
ただしバッグや口

紅の場合は日本人

より「この」の選

択率が高くなる。 

中国語 

日本語や韓国語に

比べ、遠くの物で

も近称が使われや

すい。 

日本語と同様に遠

称より近称の方が

使われやすい。 

日本語や韓国語に

比べ、遠くの物で

も近称が使われや

すい。 

中国語には中称が

なく、近称の選択

率が高くなる。 

中国人の

日本語 

「その」の過剰使

用が見られる。 
日本人に比べ、「こ

の」の選択率が低

く、「その」の過

剰使用が見られ

る。 

「その」の過剰使

用が見られる。 
日本人より「この」

の選択率が高くな

る。 

 

 
1） 以下、全てテレビより映画の方が遠称の選択率が高くなる。 



東アジア言語文化研究 第５号 

 24 

参考文献 
李賢淑（2010）「現場指示使用に見られる認識の差に関する韓日対照研究--現場指示の融合型

を中心に」『日語日文學』45、大韓日語日文學會:177-196． 

佐久間鼎（1951）「指示の場と指す語--「人代名詞」と「こそあど」」『現代日本語の表現と語

法（改訂版）』厚生閣．［金水敏・田窪行則編（1992）『（日本語研究資料集）指示詞』ひつ

じ書房:32-34．所収］ 

杉村泰（2017）「二者会話場面における日本語の「この」「その」「あの」の選択--日本語母語

話者と中国人上級日本語学習者の比較」『日本語／日本語教育研究』8、日本語／日本語教

育研究会:21-36． 

高橋太郎（1956）「「場面」と「場」」『国語国文』25(9)、京都大学文学部国語国文学研究室．

［金水敏・田窪行則編（1992）『（日本語研究資料集）指示詞』ひつじ書房:38-46．所収］ 

張麟声（2001）『日本語教育のための誤用分析--中国語話者の母語干渉 20 例』スリーエーネッ

トワーク． 

 




